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島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
と
女
性
部
は
邑
南
町
の
中
野
ふ
れ
あ
い
農
園
に
て
か
ぼ
ち
ゃ

の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。昨
年
ま
で
さ
つ
ま
い
も
の
定
植
・
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。
初
め
て

の
有
機
的
栽
培
の
た
め
、
栽
培
の
段
階
ご
と
に
営
農
指
導
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽

培
し
て
い
き
ま
す
。
Ｊ
Ａ
営
農
部
指
導
販
売
課
の
益
田
佑
一
指
導
員
か
ら
は「
最
初
が

肝
心
で
す
。
春
先
は
ま
だ
夜
温
が
下
が
る
の
で
温
度
に
注
意
し
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
！
」

と
指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
に
は
管
内
の
保
育
園
児
を
招
い
て
収
穫
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
・
女
性
部
は
協
力
し
な
が
ら
栽
培
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
有
機
栽
培（
有
機
農
業
）と
は
、「
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
及
び
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
、

な
ら
び
に
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
利
用
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
農
業
生
産
に
由
来
す
る

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
し
た
農
業
生
産
の
方
法
を
用
い
て
行
わ
れ
る
農
業
」と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園

有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

12
４月

三浦秀樹会長（右端）

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
は
、
邑
南
町
の
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令

和
５
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
と
令
和
６
年
度
の
活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
が
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
三
浦

秀
樹
会
長
は
挨
拶
で「
全
国
各
地
、
多
く
の
銘
柄
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
負
け
な

い
よ
う
に
ハ
ー
ブ
米
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
米
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
研
修
会
と
し
て
昨
年
問
題
と
な
っ
た「
高
温
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
」に
つ
い
て
島
根
県
西
部
農
林
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
よ
り

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

営
農
部
営
農
企
画
課
が「
美
味
し
ま

ね
認
証
勉
強
会
」を
実
施
し
、
認
証
内

容
の
知
識
取
得
に
向
け
た
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会

で
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
目
標
で
あ

る
数
量
確
保
と
、
き
ぬ
む
す
め
の
生

産
面
積
の
拡
大
を
図
り
、
消
費
者
や

販
売
店
の
要
望
に
沿
っ
た「
販
売
に
結

び
つ
い
た
米
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
販
売

促
進
活
動
や
消
費
者
交
流
会
の
開
催
、

環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
方
法
の
検
討
、

産
地
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米

生
産
部
会
総
会

24
４月
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新規就農された福原克理さん（左）、
岡村健太さん（右）と服部本部長（中央）

就農に向け基礎知識を学ぶ松川和美さん

邑
南
町
と
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根

お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
中
野
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
邑
南
町
の
農
業
研

修
生
を
対
象
に
農
業
基
礎
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
通
称「
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊
」

と
呼
ば
れ
る
農
業
研
修
生
11
期
生
の
２
人
が
同
町
で
の
就
農
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

邑
南
町
で
は
就
農
を
目
指
す
方
が
、
技
術
や
経
験
、
経
営
感
覚
、
地
域
関
係
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
３
年
間
の
研
修
制
度
を
用
意
さ
れ
て
お
り
、
１
年
目
は
農
業

体
験
や
島
根
県
立
農
林
大
学
校
の
農
業
科
短
期
養
成
コ
ー
ス
を
通
じ
て
基
礎
知
識
を
学

び
、
２
年
目
は「
ぶ
ど
う
コ
ー
ス
」と「
野
菜
・
花
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
て
専
門
技
術
を

習
得
し
ま
す
。
３
年
目
は
そ
れ
ぞ
れ
が
新
植
し
た
ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス
や
農
地
を
借
り
受
け
、

自
主
管
理
を
行
い
な
が
ら
自
営
就
農
に
向
け
て
就
農
計
画
を
策
定
。
就
農
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

神
奈
川
県
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
松
川
和
美
さ
ん
は「
島
根
県
に
旅
行
に
訪
れ
魅
力
を

感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、同
町
の
研
修
制
度
を
知
っ
た
。
ぶ
ど
う『
神
紅
』に
興
味
が
あ
り
、

ぶ
ど
う
農
家
と
し
て
家
族
と
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し

み
た
い
」と
期
待
を
語
ら
れ
、
京
都
府
か
ら
Ｉ
タ
ー

ン
し
た
山
村
友
香
さ
ん
は「
充
実
し
た
研
修
内
容
で

あ
る
と
感
じ
、
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊
を
選
ん
だ
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、『
神
紅
』を
使
っ
た
加
工
品
を

開
発
す
る
こ
と
が
目
標
」と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

講
師
を
務
め
た
同
地
区
本
部
の
益
田
佑
一
営
農
指

導
員
は「
３
年
後
に
は
ぶ
ど
う
農
家
と
し
て
踏
み
出

せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
伴
走
支
援
を
し
て
い
く
」

と
研
修
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊

農
業
基
礎
研
修

３
４月

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
地
区
本
部
構
内
の
駐
車
場
に
特
設
コ
ー
ス
を
設
置
し

て
農
耕
車
限
定
の
大
型
特
殊
免
許
取
得
講
習
会
を
開
講
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ

ン
バ
イ
ン
を
公
道
に
お
い
て
運
行
す
る
場
合
、
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
作
業
機
幅
が
１
・

７
ｍ
を
超
え
る
な
ど
一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合
は
大
型
特
殊

免
許
が
必
要
と
な
る
た
め
、
組
合
員
の
皆
様
の
免
許
取
得
の
支

援
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
講
習
に
は
12
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
乗
降
、
走
行
時
の
安
全
確
認
方
法
な
ど
安
全
運

行
に
必
要
な
箇
所
を
重
点
的
に
確
認
し
、
４
月
22
日
、
23
日
に

島
根
県
西
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
試
験
を
受
験

さ
れ
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
で
は
今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
に
安
心
し
て
営
農
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
に
邑
南
町
で
新
規
就
農
を
さ
れ
た

２
名
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
２
名
は
、
邑
南
町
の
農
業
研
修

制
度
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊
の
農
業
研
修
生
と
し
て
３
年
間
、

野
菜
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
、
経
営
管
理
な
ど
就
農
に
向
け
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ば
れ
、
こ
の
た
び
新
規
就
農
の
認
定
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
を
活
用
し
、
島
根

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
ぶ
ど
う『
神
紅
』の
栽
培
を
中
心
に

農
業
経
営
を
さ
れ
ま
す
。
服
部
本
部
長
は「
栽
培
指
導
の
他
、

販
路
の
拡
大
等
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ａ
事
業
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」と
、今
後
の
Ｊ
Ａ
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
型
特
殊
免
許（
農
耕
車
限
定
）

取
得
講
習
会
の
開
催

新
規
就
農
者
来
訪

21
４月

17
４月

座学の様子
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島
根
お
お
ち
女
性
部
は
第
29
回
通
常
総
会
を
矢

上
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
森
光
美
佐

子
部
長
が
開
会
に
先
立
ち
、
令
和
５
年
度
の
米
一

握
り
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
各
女
性
部
活
動
へ
の

協
力
と
支
援
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
、「
円
滑
な
女
性

部
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に
は
私
た
ち
自
身
が
健

康
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
な
ど

が
大
切
。
令
和
６
年
度
も
新
し
い
挑
戦
を
し
な
が

ら
充
実
し
た
女
性
部
活
動
を
目
指
し
た
い
」と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和
５
年
度
の
活

動
報
告
、
決
算
報
告
、
ま
た
令
和
６
年
度
の
活
動

計
画（
案
）
、
収
支
予
算（
案
）
、
会
費
の
額
お
よ

び
徴
収
方
法（
案
）に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
の
研
修
で
は
、
営
農
部
の
上
田
敏
睦
指
導
員
が

島
根
お
お
ち
が
栽
培
出
荷
す
る
ケ
イ
ト
ウ
の
特
徴

と
販
売
状
況
、
実
績
を
説
明
し
、
市
場
か
ら
の
需

要
が
高
い「
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
」へ
の
取
り
組
み
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、「
有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ
栽
培

研
修
」に
つ
い
て
、
栽
培
暦
を
基
に
栽
培
と
、
今
後

の
研
修
予
定
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
Ｊ
Ａ

島
根
厚
生
連
か
ら「
農
業
者
・
女
性
部
健
診
」の
内

容
説
明
と
受
診
案
内
が
さ
れ
、
厚
生
連
が
実
施
す

る「
健
康
教
室
」の
中
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
体

験
し
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
女
性
部

通
常
総
会
の
開
催

15
４月

挨拶をされる森光部長

本部長賞を受賞の
羽須美支部（河野朋子さん）

厚生連によるストレッチ体操 説明する上田指導員

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
と
島
根
お
お
ち
女
性
部
は
、
女
性
部
第
29
回

通
常
総
会
に
お
い
て
令
和
５
年
度
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
・
出
荷
に
取
り
組
ん

だ
女
性
部
員
を
対
象
に
、
ケ
イ
ト
ウ
栽
培「
優
良
生
産
者
表
彰
」を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
部
員
の
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
へ
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
、

出
荷
率
・
秀
品
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
た
数
量
等
を
基
に
選
出
、
表
彰
さ

れ
る
も
の
で
す
。
※
対
象
期
間
は
令
和
５
年
７
月（
お
盆
出
し
）～
９
月
末（
秋
彼
岸
出
し
）

島
根
お
お
ち
女
性
部
が
営
農
活
動
と
し
て
取
り
組
む「
ケ
イ
ト
ウ

栽
培
」も
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
は
２
カ
所
で
実
施
し
て
い

た
種
ま
き
講
習
会
と
共
同
種
ま
き
を
本
年
は
石
見
事
業
所
の
一
カ

所
で
開
催
し
、
女
性
部
員
他
、
管
内
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
が
種
ま
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
種
ま
き
後
の
管
理

お
よ
び
注
意
点
を
説
明
し
、
参
加
者
が
分
業
し
て
プ
ラ
グ
ト
レ
ー

（
２
８
８
穴
）の
一
穴
に
一
粒
ず
つ
の
種
を
丁
寧
に
ま
き
32
枚
を
仕
上

げ
ま
し
た
。
ケ
イ
ト
ウ
の
種
子
は
非
常
に
小
さ
く
、
播
種
作
業
に
は

根
気
が
要
り
ま
す
が
、
参
加
者
は
時
折
会
話
を
交
え
な
が
ら
手
際

よ
く
作
業
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。島
根
お
お
ち
の
ケ
イ
ト
ウ
は
、

お
盆
か
ら
お
彼
岸
の
出
荷
を
目
指
し
栽
培
し
ま
す
。

ケ
イ
ト
ウ
栽
培

「
優
良
生
産
者
表
彰
」

ケ
イ
ト
ウ
種
ま
き
講
習
会
の
開
催 15

４月

25
４月

企
画
総
務
部
長
賞（
個
人
）

昨
年
の
出
荷
量
よ
り
今
年
度
一
番
出
荷
量
が
増
え
た
生
産
者

営
農
部
長
賞（
個
人
）

赤（
サ
カ
タ
プ
ラ
イ
ド
）の
秀
品
出
荷
量
が
一
番
多
か
っ
た
生
産
者

女
性
部
長
賞（
個
人
）

オ
レ
ン
ジ（
オ
レ
ン
ジ
ク
ィ
ー
ン
イ
ン
プ
）の
生
産
量
が
一
番
多
か
っ
た
生
産
者

女
性
部
長
賞（
個
人
）

ピ
ン
ク（
ア
ー
リ
ー
ロ
ー
ズ
）の
生
産
量
が
一
番
多
か
っ
た
生
産
者

本
部
長
賞（
団
体
）１
人
あ
た
り
の
出
荷
本
数
が
一
番
多
い
支
部

賞
　
名

寺
内
　
洋
子 

様（
石
見
）

沖
田
　
久
美
子 

様（
羽
須
美
）

谷
口
　
由
香
里 

様（
羽
須
美
）

坂
田
　
マ
チ
子 

様（
川
本
）

羽
須
美
支
部 受

賞
者
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農 だ よ り営

●田植え後の水管理
　　田植え後は、保温のため３～４日間は水深３～5cmを保ち、活着後は分げつを促進するため2cm程度の浅水管理を

行いましょう。（風の強い日、低温の日も深水で管理してください）
●６月上旬頃から間断潅水を！
　　気温・水温が上昇してくると水田の有機物の分解が進みガスが発生しやすくなります。間断潅水を実施してガス抜

きを行いましょう。
●中干しを確実に行い、無効分げつの防止と根張りの良い稲体づくりを！
　　有効茎数（葉が３枚以上の茎）が16～18本まで分げつが進むと中干しの時期となります。通常７～10日間を目安

としますが、生育状況や天候・土壌条件によって期間を調整しましょう。５月中旬以降に田植えを行った場合は、中
干し時期が梅雨の最中となるため、中干しを長めに行いしっかりと根を張らせましょう。水の循環を良くするため、
この時期に作溝を作りましょう！

　※近年問題となっている「乳白粒」予防のため、間断潅水・中干しをしっかりと行い、稲刈りの10日前頃まで水を当
てることのできる固く締まった水田に仕上げましょう！

○除草剤については、使用時期、使用量を守り、雑草発生前からの防除を心がけましょう。詳しくは営農指
導員へご相談ください。また、右記二次元コードからJAしまね島根おおちのホームページからでも確認が
できます。

いもち病の予防（６月中旬頃）
　いもち病は、気温25～28℃で降雨が連続すると発生しやすくなります。いもち病の予防剤入りの箱処理剤を使用
していない場合は、６月中旬から７月上旬頃に特に注意していただき、「コラトップ粒剤」等の予防剤を散布してくだ
さい。※JA育苗センターの主食用苗については、いもち病の予防剤入りの箱剤を使用しております。

水稲水稲のの栽培栽培管理について管理について
～ 田植え後から６月下旬までの管理 ～～ 田植え後から６月下旬までの管理 ～

除草剤（中・後期）　
除草剤名 使用時期 使用量（10a） 使い方・注意事項

セカンドショットＳ
ジャンボMX

移植後14日～ノビエ３．５葉期
但し収穫45日前まで

小包装（パック）
20個（500g）

中期ジャンボ剤５～６㎝の潅水状態で散
布。クログワイ、オモダカ等の多年生雑
草に高い効果をしめす。

ウィードコア１キロ粒
剤

移植後７日～ノビエ４葉期
但し収穫60日前まで １㎏

すばやい効果を示し、ノビエ・SU抵抗性
を含む広葉雑草や多年生雑草まで動じ防
除ができる。

レブラス１キロ粒剤 移植後14日～ノビエ４葉期
但し収穫60日前まで 1kg

ホタルイ・クログワイ・ノビエ・オモダ
カに強い成分を混合し殺草力を高めた中
後期除草剤。

クリンチャー１キロ粒
剤

移植後７日～ノビエ４葉期但し
収穫30日前まで １㎏

ノビエ専用剤
水の出入りを止めて湛水状態で散布。
ハーブ米、つや姫も使用可能

モゲトン粒剤 ウキクサ類・藻類の発生始～発
生盛期　但し収穫45日前まで １～３㎏ 藻類・表層剥離に効果がある。

バサグラン粒剤・液剤 移植後15～55日　但し収穫60
日前まで（液剤は収穫50日前）

３～４㎏
500～700mℓ
水70～100ℓ

落水状態（足跡に水が残っている程度）
で散布。イネ科雑草を除く多様な多年生
雑草に効果がある。
ハーブ米、つや姫も使用可能

クリンチャーバスME
液剤

移植後15～ノビエ５葉期
但し収穫50日前まで

１，000mℓ
水70～100ℓ

落水状態（足跡に水が残っている程度）
で散布。ノビエ・広葉雑草に効果あり。
ハーブ米、つや姫も使用可能

田んぼの雑草図鑑田んぼの雑草図鑑

クログワイホタルイ ホタルイ（３葉期） オモダカ

【注意！】
ホタルイは草丈
３㎝程度の３葉
期までに除草剤
を散布しないと
取りこぼしが多
くなります。
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農 だ よ り営

例年 ５月中旬から６月下旬に例年 ５月中旬から６月下旬に
問題になる病害虫です問題になる病害虫です

注意：薬害の恐れがあるため、アミスター20フロアブルには展着剤を使用しない。
※べと病発生後は、「シグナムWDG+展着剤」（治療剤）散布と、１週間後に「アミスター20フロアブル」（治療剤）の
２度の散布が必要です。

○白ねぎ　※べと病の発生前に予防剤「レーバスフロアブル」を使用。

○きゅうり

○えんどう（きぬさや・スナップ）

予防を徹底しましょ予防を徹底しましょうう！！！！

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期
５月中旬～６月下旬 べと病 レーバスフロアブル 2,000倍 収穫７日前まで

発生後 べと病
シグナムWDG 1,500倍 収穫７日前まで
アミスター20フロアブル 2,000倍 収穫３日前まで

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率量 使用時期

５月下旬
ハダニ類・アブラムシ類 マラソン乳剤 2,000～3,000倍 収穫前日まで
べと病・うどんこ病 ダコニール1000 1,000倍 収穫前日まで

６月中旬

アザミウマ類・
ウリハムシ アルバリン顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日まで

べと病・うどんこ病
斑点細菌病 カスミンボルドー 1,000倍 収穫前日まで

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期

５月中下旬
ハモグリバエ類 アルバリン顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日まで
うどんこ病 トリフミン水和剤 3,000～5,000倍 収穫前日まで

きゅうり
べと病・うどんこ病

きぬさや・スナップ
ナモグリバエ・うどんこ病

６月に入るとネギハモグリバエ被害があります。６月上旬に「ダントツ粒剤」を３～6kg ／
10a株元散布してください。被害が拡大すると生育がかなり遅れるので注意してください。

白ねぎ

べと病発生
状況

１回の防除
では

止まらない
！

○散布については、使用時期、使用量を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相
談ください。また、右記二次元コードからJAしまね島根おおちのホームページからでも確認ができます。
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農 だ よ り営

1.目　的
　島根おおち地区本部管内の担い手農家（組合員）が営農を継続するための生産基盤を強化するために支援を実施する。
2.支援策メニューおよび支援額
　（1）鳥獣害対策支援　　1,700千円

5.申請期間　令和６年６月１日から10月31日まで
6.購入期間　令和６年４月１日から10月31日まで
7.支援対象経費
　（1）鳥獣害対策支援
　　　 1）狩猟免許取得支援
　　　 2）シカ・サル対策支援

① 現在設置の防護柵（ワイヤーメッシュ、トタン、電気柵等）の上部にシカ・サルの対策として、新たに防護柵
を設置した時の資材購入支援

②新規にシカ・サル対策として防護柵を設置した時の資材購入支援
　設置例 ①高さ1.8m以上のワイヤーメッシュの設置

②ワイヤーメッシュと継ぎ足し用ワイヤーメッシュ
③ワイヤーメッシュと上部に電気柵
④トタンと上部に電気柵
⑤防護柵全て電気柵

9.その他
　　　　 1）支援額1,000円未満は切り捨てる。
　　　　 2）この事業の申請書は各事業所に用意してありますので、ご記入の上ご提出ください。
　　　　 3）お問い合わせ先　島根おおち地区本部　営農部（TEL 83-1623）

8.支援率
　（1）－1）狩猟免許取得支援
　　　　 1） 狩猟免許取得（狩猟者登録手数料、講習会受講料、地域猟友会会費）に対して支援率を２／３以内とする。但し、

国、県、市町、団体等の補助金がある場合は、補助金額（消費税別）を事業費から差し引く。
　（1）－2）① 現在設置の防護柵（ワイヤーメッシュ、トタン、電気柵等）の上部にシカ・サルの対策として、新たに防護

柵を設置した時の資材購入支援
　　　　　  ②新規にシカ・サル対策として防護柵を設置した時の資材購入支援
　　　　 1） 事業費（消費税別）に対して支援率を１／３以内とする。
　　　　 2） 国、県、市町村、団体等の補助金等がある場合は、補助金等と合わせて事業費の１／２以内とする。
　　　　 3） 支援額について、１対象者あたり100千円（消費税別）を上限とする。対象者が多い場合は予算の範囲内で按

分する。
　　　　 4）設置前と設置後の写真（申請者が撮影）を提出する。
　　　　 5）新規にシカ・サル対策として防護柵を設置し支援を希望される場合は、事前にJAへ相談のうえ設置する。
　　　　 6） 新規にシカ・サル対策としてワイヤーメッシュのみ設置する場合は飛び越えにくい高さのものを設置する

（1.8m以上）

【①のイメージ】
　現在設置（ワイヤーメッシュ）の上部に新たに電気柵を設置した場合、電気柵の購入に対して支援する。

3.支援の対象者
　（1）鳥獣害対策支援
　　　 ①認定農業者　②認定新規就農者　③農業法人　④生産組合　⑤集落営農組織　⑥その他JAが認める者
4.支援の要件
　（1） 今後３カ年間の営農計画（別紙定める）を作成し、下表に定める県域品目のいずれかの品目を今後３カ年間継続して

栽培すること。

令和６年度 島根おおち地区本部農業振興支援事業要領令和６年度 島根おおち地区本部農業振興支援事業要領
（鳥獣害対策支援のご案内）（鳥獣害対策支援のご案内）

米　穀 主食用米（うるち米、酒造好適米、もち米）、加工用米、飼料用米等新規需要米、麦類、大豆
畜　産 和牛、乳用牛、鶏卵、肉豚

園　芸 ぶどう、メロン、柿、梨、いちじく、キャベツ、たまねぎ、ブロッコリー、白ねぎ、枝豆、アスパラガス、
あすっこ、いちご、トマト、ミニトマト、生椎茸、青ねぎ、トルコギキョウ、ピーマン、ナス

シカ・サル対策として新たに防護柵（ワイヤーメッシュ、電気柵等）
上部の購入資材費に関して支援します

現在設置の防護柵（ワイヤーメッシュ、トタン、電気柵等）

上部に設置
電気柵

ワイヤーメッシュ
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 126 882,200 72,600 438,760 
ヌキ 159 825,000 313,500 577,770 
合計 285 516,313 

島根おおち
メス 13 591,800 380,600 485,650 
ヌキ 14 733,700 341,000 562,414 
合計 27 526,985 

瑞 穂
メス 2 570,900 537,900 554,400 
ヌキ 2 627,000 617,100 622,050 
合計 4 588,225 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 3 473,000 466,400 469,700 
ヌキ 3 610,500 457,600 543,033 
合計 6 506,367 

川 本
メス 3 496,100 464,200 484,733 
ヌキ 3 575,300 341,000 488,767 
合計 6 486,750 

邑 智
メス 5 591,800 380,600 465,080 
ヌキ 5 733,700 435,600 603,900 
合計 10 534,490 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス
ヌキ 1 514,800 514,800 514,800 
合計 1 514,800 

県外移出率県外移出率
41.03%合計合計32.70%去勢去勢雌雌 51.15%

中央“急落”
本県４月の子牛市場は、中央で開設し285頭の取引
があり、平均価格は雌438,760円（前回比62千円安）、
去勢577,770円（前回比46千円安）、平均516,313
円（56千円安）で“急落”の取引となりました。
今月の上場牛はバラツキがみられ、発育良好なもの
がみられた反面、発育・肋張りが弱いもの、肢蹄に係
る歩様確認が必要な牛も一部で見受けられました。今
月は年末出荷用の仕入も落ち着きつつあり、下げ相場
となっている子牛市場も散見されますが、全国平均
では“保合”となるなど堅調な子牛相場を維持していま
す。
枝肉相場は、４月は需要期であるゴールデンウィー
クを控え需要の増加が期待できるものの、量販店の需
要が和牛から交雑牛へ一部移行している流れが継続し
ていることから、今後の和牛の枝肉相場から目が離せ
ない状況となっています。
こういった状況であるからこそ、購買者に好まれる

「骨格と胃袋のできた子牛」を育成し、購買者に支持
される「しまね和牛」子牛市場として、関係者が一丸
となって「子牛の品質向上」に努めましょう。

令和６年４月子牛市場成績表

狩猟免許を取得して鳥獣被害に強い集落づくりのため一役を担いませんか、狩猟免許を取得して
集落リーダーとして鳥獣被害対策に取り組んでみませんか。

狩猟免許試験申請書は県庁農山漁村振興課鳥獣対策室（ホームページ入手可）または西部農林水産振興センター県央事務
所（川本合庁）で入手することができます。なお、一般社団法人島根県猟友会において、猟友会各地区単位で狩猟免許試験
事前講習会の開催を予定されていますので、申し添えます。

令和６年度　狩猟免許試験　開催日程令和６年度　狩猟免許試験　開催日程

●令和６年度　狩猟免許試験　開催日程 ●申請書の提出先

●お問い合わせ先　県の鳥獣担当窓口

月　日 時　間 所在地及び会場名

令和６年７月６日（土） 午前８時 ～ 50分受付
午前９時 ～ 試験開始

邑智郡川本町大字川本265-3
川本合同庁舎

市　町 担当所属（所在地） 担当課・連絡先

江津市 西部農林水産振興センター
（浜田市片庭町254）

林業部林業振興課
TEL 0855-29-5604　FAX 0855-29-5591

川本町
美郷町
邑南町

西部農林水産振興センター県央事務所
（邑智郡川本町川本265-3）

林業部林業普及第二課
TEL 0855-72-9563　FAX 0855-72-9504

〒690-8501 松江市殿町１番地
島根県　農林水産部
農山漁村振興課　鳥獣対策室

（TEL 0852-22-5160）

16



※チラシの引換券をお持ちください

「おさいふカード」
ご来場のお客様に100ポイント
　　　　　　　　　  プレゼント！

※期間中１回限り

午前9時～午後6時 午前9時～午後4時

米麦水分計点検整備の実施について米麦水分計点検整備の実施について
JA全農島根農機サポート（株）からのお知らせ

　良質米生産（過乾・過湿米防止）に取り組むこと
を目的に米麦水分計の点検整備を実施いたします。
持込期限までに下記の持込場所にお持ちいただきま
すようお願いいたします。
１．�対象機種：�

ケット科学研究所・静岡製機米麦水分計
　　※ 今回の点検対象メーカーは、「株式会社ケット

科学研究所」および「静岡製機株式会社」とさ
せていただきます。ご理解・ご協力をよろし
くお願いいたします。

　　※ 点検整備の結果、メーカーによる預かり修理
が発生する場合があります。その際の料金は
設定価格と異なりますのでご注意願います。

　　※ 上記以外のメーカーの水分計ついては、基準
米による水分値確認のみの点検となり、不具
合がある場合は、メーカーでの修理となり返
却が遅れる場合があります。また、修理依頼
ができない場合もありますのでご理解いただ
きますようお願いいたします。

２．持込期日：令和６年６月25日（火）
　《注意》�受付期日を過ぎた場合、点検料が割高に

なるだけでなく、返却が遅くなる場合が
ありますのでご注意願います。

３．持込場所：�JA全農農機サポート島根おおち営
業所（石見）、JA全農農機サポート
瑞穂整備場、各事業所

４．�点検内容：基準米による水分測定（±0.2％範囲内、
3回程度測定）、圧力調整キートップ・電池接点
の不具合修理、電池液漏れ確認、清掃

～米水分計点検にあたって～
　水分計の点検にあたり下記の点について、ご理解・
ご協力をよろしくお願いいたします。
■�今回の点検整備は、水分値の適正表示を確認するもの
であり、点検結果を保証するものではありません。
■�点検整備時に発生した修理代および部品代について
は、実費を請求させていただきます。
■�点検整備時には、正常な水分値を測定したとしても、
経年劣化など何らかの要因により、異常数値を表示す
る場合があります。
■�点検後、水分値の測定にあたっては、水分計・乾燥機
の単粒水分計など複数の検査器具との併用でのご使
用をお勧めします。
■�使用・保管にあたっては取扱説明書をご確認のうえ、
正しくお使いください。

５．留意事項
　⑴��点検は、水分計に付属している試料皿がないと
実施できません。必ず、付属の試料皿もお持ち
ください。

　⑵�不具合内容等があれば、事前にお知らせくださ
いますよう願いいたします。
お問い合わせ先：
JA全農島根農機サポート（株）島根おおち営業所
【フリーダイヤル】0120–927–277
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

かぼちゃの苗を定植しました。
次回「第３回有機的かぼちゃ栽培講習会」は『交
配』についてです。交配の時期は、おおよそ５月25
日から６月５日の予定ですが、講習日は、かぼちゃ
の開花を見ながら設定します。ご興味のある方は営
農部営農企画課または企画総務部にお問い合わせく
ださい。

第２回有機的かぼちゃ講習会
『定植』の様子

定植12日目のかぼちゃ

令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が
実

施
し
た「
米
一
握
り
運
動
」
で
集
め
ら
れ

た
玄
米
の
２
期
分
が
県
内
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
、
子
ど
も
食
堂
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
管
内
で
は
社
会
福
祉
法
人
川

本
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
邑
南
町
社
会
福

祉
協
議
会
、た
す
け
あ
い
川
本（
川
本
町
）、

地
域
食
堂
お
む
す
び（
美
郷
町
）
、
は
ら

や
ま
み
ん
な
の
食
堂（
邑
南
町
）
の
５
団

体
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

瑞
穂
支
部
の
住
金
末
子
部
長
は
邑
南
町
社
協
を
訪
れ「
女
性
部
の
愛
情

の
こ
も
っ
た
お
米
で
す
。
ど
う
ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
」と
渡
邊
健
二
事
務

局
長
に
手
渡
し
笑
顔
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
が
米
を
寄
贈

渡邊健二事務局長（左）と住金末子部長（右） 8
５月

19
４月

〜

羽
須
美
支
部（
森
光
美
佐
子
部
長
）と
羽
須
美
支
店（
竹
下
壽

一
支
店
長
）は
、
支
店
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
女
性
部
員
と
支
店
職
員
と
で
17
日
に
道
路
を
挟
ん
だ
支
店

駐
車
場
の
雑
草
地
を
整
備
し
て
、
組
合
員
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
だ

い
た
芝
桜
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
駐
車

場
は
と
て
も
見
栄
え
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
22
日
に
は
、

支
店
前
も
華
や
か
に
し
よ
う
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
フ
ィ
ニ
ア
の
花
を
プ
ラ
ン

タ
ー
に
寄
せ
植
え
て
並
べ
ま
し
た
。

森
光
部
長
は「
今
年
も
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
大
き
く
成
長

し
て
綺
麗
な
花
が
た
く
さ
ん
咲
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

羽
須
美
支
部

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

22
４月

17
４月

・

12
４月

営農企画課　☎0855-83-1623
企画総務部　☎0855-83-1801

お問い
合わせ先

有機的かぼちゃ
栽培講習会のお知らせ
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スマホとの上手なつきあい方
　日々の暮らしの中でスマホを活用したほうが便利なシーンが増
えてきました。しかし、スマホ依存になったり、思わぬ犯罪に巻き込
まれたり、ＳＮＳのやりとりで人間関係がギクシャクしたりと、使い
方次第では心身に有害となることも起こります。快適なスマホラ
イフを楽しむために、スマホの便利な活用法をわかりやすく伝えな
がら、そのつきあい方について考えます。

特集

横山タカ子さんの
サバ缶で元気ハツラツ！

　梅雨どきは湿度や気圧の上昇により、頭痛やむくみ、食欲低下、
倦怠感がおこりやすいといわれています。“健康長寿県”の長野県
在住の料理研究家・横山タカ子さんは、日ごろからサバやイワシの
缶詰（水煮缶）を料理に活用しています。ご飯やおかず、おつまみ
に、栄養価が高くシニア世代の健康維持にもってこいのサバやイ
ワシ缶をつかった料理で元気をチャージ、梅雨どきの重だるさを
吹き飛ばしましょう！

料理

定
価
／
　
６
２
９
円（
税
込
み
）

【お問い合わせ】島根おおち地区本部　企画総務部および各支店

※企画・タイトルは変更することがあります。

お天気カレンダー 陽性と陰性の梅雨
気象予報士●檜山 靖洋

　万物は陰と陽でできているという「陰陽説」という考え
方があります。陰は静的で消極的で、陽は動的で活発な
イメージです。
　梅雨にも、陰性の梅雨と陽性の梅雨があります。陰性
の梅雨は、しとしととした雨がだらだらと降り続くもの
で、関東や東北の太平洋側に多い降り方です。一方で、
陽性の梅雨は、ザーザーと激しい雨が何日か降り続き、
その後何日か梅雨の中休みで晴れ間が広がるようなめ
りはりのある降り方です。西日本では、このタイプの梅雨
が多くなります。
　ところが、近年はしとしとタイプの梅雨があまり現れ
ず、関東でも陽性の梅雨になることが増えてきています。
その分、梅雨の期間に晴れ間が出ることも多くなります
が、大雷雨になったり、大雨による災害が起こりやすく
なったりします。暖かい湿った空気が流れ込みやすくなっ
たことが原因です。これも地球温暖化の影響の一つとい
えそうです。

気象予報士・防災士　檜山 靖洋（ひやま やすひろ）
1973年横浜市生まれ。
明治大学政治経済学部政治学科を卒業後、印刷会社に就職。
1999年に気象予報士を取得し気象会社へ転職。
2005年からNHKの気象キャスターに。
朝のニュース番組「おはよう日本」の気象情報に出演中。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介
◇
県
内
、
郡
内
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
農
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
員
と
し
て
「
フ
ー
ン
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
月
は
人
事
異
動
が
詳
し
く
載
っ

て
い
る
た
め
大
事
に
し
て
お
き
ま
す
。�

川
本
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

80
代

●
い
つ
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
フ
ー
ン
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
て
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
話
題
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
😊

◇
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
田
植
え
の
時
、
稲
刈
り
の
時
、
庭
で
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
田
舎
の
家
な
ら
で
き
ま
す
の
で
…
息
子
一
家
と
私
で
「
こ

の
肉
が
お
い
し
い
」「
野
菜
が
お
い
し
い
」
と
か
言
い
な
が
ら
…
今
年
も
ま
た
予
定
し
て

い
ま
す
。�

羽
須
美
支
店
管
内
（
三
次
市
）　

Ｆ
さ
ん　

70
代

●
い
や
ー
ッ
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
ぇ
。
田
植
え
は
無
事
に
終
わ
ら
れ
ま
し
た
か
？

田
植
え
、
稲
刈
り
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、
そ
れ
を
家
族
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
様
子
が
思
い
浮
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
い
時
期
に
向
け
田
ん
ぼ
の
管
理
は

大
変
で
す
が
、
稲
刈
り
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
‼
👍

◇
も
う
少
し
若
い
こ
ろ
で
す
が
、
一
泊
旅
で
歌
謡
シ
ョ
ー
と
夜
の
宴
会
が
楽
し
み
で
、

よ
く
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
の
頃
が
と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。

�

邑
智
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

70
代

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類
に
移
行
と
な
り
、
旅
行
も
再
開
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
以
前
の
よ
う
に
お
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
観
て
、
聞
い
て
楽

し
め
る
旅
行
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
‼
🤗

◇
健
康
散
歩
の
〝
め
ま
い
〟
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
起
き
上
が
る
の
が
つ
ら
く
、
近
く

の
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
脳
の
Ｃ
Ｔ
検
査
等
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
異
常
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に
か
く
、
身
体
が
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
て
吐
き
気
が
し
ま
し
た
。

現
在
、
め
ま
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
健
康
散
歩
で
め

ま
い
の
原
因
や
症
状
等
詳
し
く
説
明
し
て
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

60
代

●
〝
め
ま
い
〟
を
経
験
さ
れ
大
変
で
し
た
ね
。
身
体
を
動
か
す
に
も
吐
き
気
が
あ
り
、

日
常
生
活
も
辛
い
事
で
し
た
。
原
因
や
症
状
も
様
々
。
命
に
関
わ
る
病
気
が
原
因
の
場

合
も
あ
る
よ
う
な
の
で
〝
め
ま
い
〟
が
起
き
た
ら
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
た
い
で
す

🌝
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お問い合わせ

大切なお知らせ

島根おおち地区本部（企画総務部） J A島根厚生連

農業者・女性部

農業者と女性部のための“特別な健診”
“生活習慣病”や“がん”は自覚症状がないまま進行すること
もあります。
ご自身・大切な人のために健診を受けてみませんか。

お得
最大17,850円OFF
（差額はJA・厚生連助成）

好評
毎年700人以上が受診

（リピーター多数）

充実

さらに
ＪＡおさいふカード 70P 付与

受診特典

一般的な
健診（国保）
21項目

農業者・女性部
健診（Aコース）
29項目

受診料金

申込方法

対象者 農業に従事する方および家族 ／ ＪＡしまね女性部の加入者および家族

日程・会場 12/20（金）矢上交流センター（邑南町矢上） 定員 80名

申込締切
6月10日（月）※健診申込書は今月の広報誌の折り込み、または各支店窓口に備え付けの物をご使用ください。

※詳しい検査項目・内容については、広報誌折り込みの健診申込書の裏面をご参照ください。

TEL.0855-83-180１　FAX.0855-83-1373 TEL.0853-31-4770

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査
腹部エコー検査
頸動脈エコー検査
前眼部ＯＣＴ検査（眼科）
マンモグラフィ乳がん検診

2,000 円（税込）
3,500 円（税込）
3,500 円（税込）
3,000 円（税込）
2,000 円（税込）

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

Ａ コース　6,000 円（税込）
（通常 23,850 円）

B コース　3,500 円（税込）
（通常 17,850 円）

申込等に
関する
こと

検査に
関する
こと

健診のご案内

折り込みの申込書をご記入の上、
お近くのJA各支店にご提出ください（FAX可）。
（後日、受診時間等をお知らせします）

〈各市町の乳がん検診適用になる方は次の金額となります〉
　川本町　　1方向1,200円　2方向1,700円
　美郷町　　1方向1,000円　2方向1,000円
　邑南町　　1方向1,500円　2方向1,500円
　江津市　　1方向1,100円　2方向1,600円

※詳しい検査項目は折
り込みの申込書裏面
をご確認ください

Aコースが昨年より500円安くなりました
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６月の行事予定

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

６月年金相談会
石見支店 6/８（土）9：00～12：00

6/９（日）9：00～12：00瑞穂支店
羽須美支店 6/15（土） 9：00～12：00

6/15（土） 9：00～12：00大和支店

ちょっと待ってちょっと待って

会社勤めの妻は、
厚生年金に加入しているけど

自分は農業だから
基礎年金しかもらえない…

農業をされている方が
入れる年金があります！

それが農業者年金です。
月額２万円～６万７千円の間で、千円単位で保険料は自由に決められます。
（35歳未満で一定の条件を満たせば、１万円～）

加入・脱退は自由です。
ただし、１ヶ月の加入期間であっても65歳からの年金で支給されます。

終身年金です。
もし８０歳前に亡くなられた場合は、遺族の方に死亡一時金が支給されます。

iDeCo・国民年金基金と併用することはできません。
「農業者年金」・「iDeCo」・「国民年金基金」３つのうち、１つを選んで加入することになります。

年金額の試算や詳しいお話を聞きたい方は、お近くのJA窓口にお問い合わせください。

13日（木）・14日（金）・15日（土）６月の外勤日

6月19日 ゆとり俱楽部水 筋力アップ教室
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